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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

2020 年度に構築した日本側研究チームの体制を引き続き維持し、コロナ状況下であっても円滑

に国際共同研究を進める。情報秘匿に対応した Web ツールを用いて日本側チーム内ミーティン

グ、また、ドイツ側とのコアメンバーミーティングをそれぞれ隔月で開催し、研究進捗の確認お

よび情報交換を行う。WP1、および WP3-6 では、中赤外増幅装置の開発、ガスセル、増幅装置

の改良、光パラメトリック増幅による波長変換試験を行うため、日本側チーム内での進捗管理に

おいては、扱う情報の秘匿性を十分に配慮する。 
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3． 日本側研究チームの実施概要 

2022 年度には、研究進捗報告と研究推進のために、オンライン会議を 2 回（2022 年 11 月 2

日、2023 年 1 月 6 日）開催した。具体的な実施内容として、東京大学と東海光学株式会社は

中赤外領域の光学素子とその評価技術の開発を昨年度に引き続き推進し、設計した光学素子の

試作、試作した光学素子のレーザー損傷値測定を行った。また、東京大学と早稲田大学は、互

いに研究拠点を訪問して研究開発のため打ち合わせを行い、中赤外領域において動作する高パ

ワーフェムト秒レーザー増幅器の励起に必要となるファイバーレーザーを開発した。また、東

京大学では、中赤外領域への波長変換のために、2021 年度に開発した波長 1 μm の高繰返しの

固体フェムト秒レーザー発振器の出力を、これも 2021 年度に開発したパルスストレッチャー

によりストレッチし、高パワー増幅器によってチャープパルス増幅を達成した。この結果を踏

まえて、中赤外領域への波長変換への技術開発を進める。 

 

 

 

 


